
 

 

 

 

対象学年：１年生 

 

１．題材：進路計画 

    内容 (３)学業と進路 

    ア 学ぶことと働くことの意義の理解 

 

２．題材について 

(1)生徒の実態 

 中学校に入学し新たな人間関係や学習面で悩み始めたり、将来のことについても少しずつ

不安を意識したりしている生徒が見られるようになってきている、また、自己の存在につい

て、客観的、総合的に考えられず、自己に自信をもてない生徒も見受けられる。 

 

 (2)題材設定の理由 

   自己の個性や学習の成果を生かすことのできる進路について理解し、自分にあてはめて進 

  路選択を考えていくことは自尊感情を高めることにつながる。しかし、価値観が多様化した 

  現代は、自己の存在に価値を見出せず、目標を見失いがちな中学生も多い。自己の個性や 

  適性、長所と短所、興味や関心を含め、自己を正しく理解させるよう、発達の段階に合わせ 

  て指導を行うことが必要である。                           

   人はなぜ学ぶのか、学び続けなければならないのかを、保護者や卒業生、身の回りの人々 

  などの体験談を聞く中で生徒は答えを見つけることができる。自分の将来の夢や希望を実現 

  し、学ぶことの意義を働くことと結びつけて考えることができるように設定した。 

 

３．指導のねらい 

   進学や就職、自己の夢について学んだり、考えたりする中で、自己の生き方について考え 

  ようとする態度を育てる。 

                                 

４．学級活動（３）の評価規準 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団や社会の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

人間としての生き方や学ぶ

こと、働くことなどに関心

を持ち、自己の良さを伸ば

しながら、自主的、自律的

に日常の生活や学習に取り

組もうとしている。 

自己の将来に希望を抱き、

その実現に向け、現在の生

活や学習を振り返り、これ

からの自己の生き方などに

ついて考え、判断し、実践

している。 

学ぶことと働くことの意義

や、自己の能力や適性、進

路選択に必要な情報収集や

将来設計の仕方などについ

て理解している。 
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６ 夢の実現に向けて 

３ 学ぶということ 

 



５．指導の過程 

(1) 事前指導と生徒の活動 

活動の内容 指導上の留意点 目指す生徒の姿と評価方法 

【ワークシート１】「『夢の

実現に向けて』直撃インタビ

ュー！」を事前の課題として

取り組む。 

あこがれの職業に就いている

人が身近にいない場合でも、

身近な人の職業観について知

り、考えることで自己の生き

方について考えるきっかけと

する。 

【思考・判断・実践】 

これらの生き方などについて

考えている。 

〔ワークシート〕 

  ☆担任による一覧表の用意（回収した生徒のインタビュー用紙の扱いについて） 

  ①インタビューした職業と担当者を一覧表にまとめる。 

  ②職業についての大変さややりがいなど、参考となる内容を担任が選び、学級に紹介する。 

(2) 本時の指導と生徒の活動 

  ①本時の活動テーマ「夢の実現のために今、私たちにできること」 

  ②本時のねらい 

   夢や希望をもって将来の生き方について考える態度を育てるとともに、その実現のた 

めには段階を踏む必要があることを考えさせる。夢や希望をもつということはどういう 

ことなのかを知り、自分の意見を発表することにより、内容を友人と共有する。 

  ③本時の展開 

 活動の内容 指導上の留意点 目指す生徒の姿と評価方法 

活

動

の

開

始 

10 

分 

１ 本時の活動の流れについて

説明を聞く。 

 

２ 【ワークシート１】「『夢

の実現に向けて』直撃インタ

ビュー！」の結果一覧表を受

け取り、インタビューをして

きた職業の確認をする。 

 

〈本時の活動の流れ〉 

１． インタビューの内容

を発表する。 

２． 【ワークシート２・

３】へ記入する。 

３． 夢・将来について考

える。 
 

 

 

 

【関心・意欲・態度】 

これからの自己の生き方な

どについて考えている。 

〔観察〕 

 

 

活

動

の

展

開 

30 

分 

３ 【ワークシート１】「『夢

の実現に向けて』直撃インタ

ビュー！」の内容を学級で何

人か発表する。 

４ 【ワークシート２】「発表

聞き取りシート」の１を記入

する。 

５ 教師の話を聞く。 

 

 

 

６ 【ワークシート３】「わた

しの夢・未来」に取り組み、

・事前に調べた内容から参考

となるものを、了解を得て

本人に発表させる。 

 

 

 

 

・教師の夢や職業についての

考え方や体験を話し、職業

に就くまでの道筋を具体的

にイメージさせる。 

・現時点において具体的な職

業が思いつかない生徒は、
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班内で発表をする。 他者の発表を聞き、自分の

興味ある職種や夢について

考えるように促す。 

活

動

の

ま

と

め 

10 

分 

７ 【ワークシート２】「発表

聞き取りシート」の３に取り

組み、本時の振り返りをす

る。 

・中学校時代にしておくべき

ことや目標をもつことの大

切さについて、自ら考えて

記入できるように支援す

る。 

【思考・判断・実践】 

現在の生活や学習を振り返

り、これからの自己の生き

方などについて考え、判断

している。 

〔ワークシート〕 

 

６．本題材の工夫例 

 (1)事前の活動における工夫例 

    事前の活動では、興味・関心を高めることはもちろん、人生の先輩たちが中学校時代 

   に、将来に向けてどんな準備をし、また反省をしていることはないかを聞き、自分の今 

   を振り返ることができるようにする。インタビューを通して、学ぶことと働くことの意 

義について考え、現在の生活がどうあるべきかを考えるきっかけとする。 

 (2)本時における工夫例 

    事前のインタビューの結果や、そこからどのようなことを学んだのかを、担任が一覧 

表にまとめて資料として提示することで、授業の流れをスムーズにする。 

    また、本時の評価については、夢や希望の実現のためには段階を踏む必要があること 

を理解させ、他の人の意見を聞く中で、自己の考えの変容についても気付くことができ 

るようにする。 

なお、本時は１時間扱いであるが、【ワークシート１】「『夢の実現に向けて』直撃 

インタビュー！」の内容の発表・【ワークシート２】「発表聞き取りシート」の１への 

記入で１時間、それ以降の展開で１時間、の２時間扱いにすることで、より内容を充実 

させることができる。 

 (3)事後における工夫例 

    【ワークシート２】「発表聞き取りシート」の３の振り返りでは、働くことの意義や実 

際に働いている人の意見にふれると同時に、仲間と考える中で自分の意見が変容するこ 

とが予想される。今後、自己の適性を考えるためのアンケートや自己の能力についての 

気付きを目的としたグループワークを行い、考えを深めるとより効果的である。 

 また、【ワークシート３】「わたしの夢・未来」の取組も、自分が将来どのような職 

業に就きたいのかを考え、自分の適性や身に付けるべき能力について考えるきっかけ 

になっている。このワークシートの内容を活用し、次項「７ 職業について知る」で 

具体の職業について調べる学習につなげることが可能である。（ｐ  ～ｐ  参照） 

    

７．本時に使用したワークシート 

・【ワークシート１～３】「わたくしたちの生活と進路（平成26年度版）」 

 ＜６．夢の実現に向けて＞ワード版を加工 
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